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1　研究目的

障害児の身体・運動機能の向上』惰操め陶冶等の面に

おいて，身体・感情表現活動は極あて有効である。アメ

リカ，イギリスにおいては，すでに障害児の治療教育に

“ムーブメソト”をとう いれて効果があげられている。

障害児の治療教育，健常児との交流教育において，造形

・購以外の新い・タイブ蕨現翻棚発し融葡
治療性を高あるととに寄与することが奉研究の目的であ

るポ

牌度は，鰐児の表現活動，ムーケメント鱒醐

する内外の文献の体糸的な把握とデイ9ケア形態におけ

る障害幼児へのムーブメソト導入を実験的に試行した。

今年度は健常児と障害児の統合保育の場帯おいて・ドラ

マを主とする表現活動を試行し・その結畢の考察から・

デイ・ケア型児童福祉施設におけるドラマを主とする衷

現活動の導入要件を設定することとした。

　皿　方　　　法

1．対　象　　　　　ン＞
相模原市にある渕野辺保育園の年長児クラス「Mぐ

表1．後験児

み」（健常児郷，障部．3名）乏一τ畢み∫ （騨肺
名・轄児職の障鞭名を対象昂た譲i轍
験児の笹鰍燐勲聯鐵矯嚇め
であるる

2，手続 き『

（・）プ・グラ岬麟覇聯間

まず1幽鰍に漏て）ムゼダト2ドラマ9プ
ログ夢云6内容のく苓方を棟討し瀕牢す鄭すなわち・、

・塑不の鞠齢翻脚噸分と腕．！霊随の雌
商は①＝リズムムー。ブメゾトくり客桑にあ彪摩て卑体塗串

詠動魂る ようにする），っぎに②リラヅグス（床にね

かせて身体のカを脱かせる （1q分間〉1③ドラマ（さまざ

まな「ごっこあそび」，、たとえば？寿牟融々ξにな幹純

方が糾どで好きな形をつくる2人ベアΦあそび歌 ．「し

ょ扇鄭かお〕や’r強呼」の表現など）を1紛間φ構

成とする。　　　　　　　　一！l
r二』

　（2）観察・記録め方法l　r…

距ヲメシト乙移乖勿する囎児め働湘察
ナる疹南，：①参加度，②宥軌③曄倍め享ラ琴分げ△そ

れぞれにづりくて解価基準をつ’く膓予め記録用紙（附1

参照）を用意し遂時チエックあるいは記述し置いくこと

とした。観察者をま障害児工名につぎ、工名（工1クーラス2～

3名）。健常児を含めた全体の動ぎはVTRで記録す為。
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　（3）　ムーブメント・ドラマの実施

保育園内の鶴ル・q脚1）でケブメント・，ドラマ．

の指導者2都よづて賄し，擁保母は子ども鹿も・

に参加したり，傍から見守戊て吟庵彰ζζ㌻た？週沌回1．．

午後1時30分から行ない，1クラス（28～29名）終了

後，他の1久ヲ洛に実薦し牟“

　（4）日時 〆　　　 レ・い」
一

P・eteSt麟あ・．典午・・月職・ぢ・◎82年3月言日』

　　　　　　　　　　
　じ

まで・本実験1は9甲膵行丸拝9ノ減

　皿結・　 果　・・1・）砦

　 1 プログラム内容別の検討

個畷鍬らいヤ』参鵬 1葡私、感情それぞれ

が・』ブ＃、グラ云内容 （呑｝ブオ薯ト，．並ラリクス監ドラ

マ）によらでどめような傾向が匁ら繍ヵ逡検射した。

ブ酵弘内容別に綻段階嬬で示レ準の醸，2～4
である。ここにみるように参加度，行動lr「 情別， また1

ブログ％内騨に裾確庚臥齢みられる。
，N・・1！鯵嫉を樋ぴラマケ・1肱ムーカン 卜

40彩・リ》解26陽と ドラ マ漉くに目立っている。

件璽7p彩含の自発舶参声月は他6子と冷け1は摩やた成績で

麺行蠣癬定昭ラツぞ入ドラア・ ムーブメヒ

　表β　行動の評定締果（％）・

トの順であるが，47％から35％の間にあり’，こ参加度ほど

図1　A一ブメント

aご・ 指示を理解 してよく動く　b．似たような動き

cド、指示とをよ異なる動き

表2r 参加度め評定結果（％）

図2』リ ラックズ

　　　　　図3　ド　7　マ
2人が組になり、　築ねんど転にみたてた相手の

子を形づくる場面
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表．4’感情の評定結果（％）

象
対内容 ム：一プメソト リ ド　ラ マ

児段隣a’も　ゆ　　　！　　r a　　b　　c

N，1．

．筆

．Y．

　　5包f 4じ9　0

　59乙432，4　8、1

　21146a711，9

1普：纏：1灘雑ll

風3々∫426．3
1，173．7　5，3

，876，2工9．0

23，576，5　0

29、04＆032・0

463』025．9

1↓52．95・9
61．ズ36工28

a燦しそうb・』 ξ坊≧．細えない
　C．つまらなさそケー二 ・一一∴り・

　　　　　　　　ペヤずぐぐ
嵯麟泳ない・ 騨鷲斯ブ鮒が53％で他の
二つは20％台である0
　1ζ．T．は自発的参加は殆ん どなく・零そわれ七参却し

ている寮，行動はそれら しヤ・動きをみせ？感簿ではムー

ブメント60％，リラッー 疫ドラマは繍琳蜴楽し
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　1．i
さをあらわしている。・

o．Y．の醗をみると・他餌と噸が鋤琳ξ参
加していな吋とがわが鵜蓋糎もリラックス繭ら

き力癬醐紘、、麟饗動き脚捗夢ム
ーヅメソト癬楽しぞiう…が吻ドなっ磯う・☆

硬に麺であ鯵畷圃36舶発鯵加碓
の㌘が6移％と茱劾麟臆欲蛎し七・、塑が
目立つ6・ムーヲメソト．，

こり羨ックスは友だちの

まねをして参加（40％弱〉しており・行動もそ

れらしい動ぎとよく動く爾評価を南わせる≧70し 』参

％，ドラマ恥れに比聯雛賦購養参加』湘C
レ嬬必ずし祉靴動舜瞬舜し1網1』聯
蛎し畑る・ 鵜さ顧ブ概季吻・ド．、，

ヲマ娚矧ラツ渉翻％瞬た墾㌧・亙、 a

』↑：、P・馳φ子に比べ・伽グラ納容嵐．一砺
って齢少底醗的帥噸籍56輝卜 』艦

働纏かう5q郷・肇し獅Q御1ら70：窟
郷と継画畷納備卸あ重・楽ヤん融
で参戚蛮琴と燃脚鉢麺き醜し　c
ているo…

　っぎに， 、対象児全体につ炉て秀ると （表5）， 『参卯壌

では自発的参加が』ドヲマ29％7、ムrブォ』：／ トβ23％， p、

ラッ ク 界14．・7％の順になづて》る・』しかし…』ドテァに全

く参加しないものがもっ と、も多く．，rrみ麹ブメン眠と，り．ラ

ッ
クスは友だちや先生の模倣をレ丸り．脚きかサに去？て1

参加が70％内外になづて．秘、・為。、行動奪ρ疑ては，、．指示を

理解して動ける．電㊨の割合はジ、春rズォ ン、ト23，g％5：、，襲．

ラッ、クス21． 、3錫ll、ド警17・6％の順で顔力沐き嫌嫡

みられない。 楽しんでいるの眺細ブ樫ゆ馨記曙

がr番でジっぎがピ乏マ亀3， 5％聖：一 リラ：ジ ク洛名5‘q彩雪冷

うて恥為6 ．」「

』

、．
』 ．．㌧

』．一一’、一＞『1’l　l∫

　2 』．施行回数による変化叔ξ』ド、、・ 〕1．1』 ∴ン’

・各個人Q評定を第垂・回から第9回までの変化を男ら塾

にする形で整理をした。図孔はそのず例で多るg・稼験犀

ごとにブFグラみ内容風砕遜たりで・、箕名に？き3因ピ、

計15図になる。紙面g都倉毒，＝参抑壌ぢ二行恥，1感慨≧も

にプログラも内容に考って誰演蛮く索評価点も商費っ 尊

障害児丁澄備果を例と1隊砂桝て碑リカ～圃：4！

祐嫡う。，轄脚当財糊噸馨劃騨剛
激匿動揺をみせ・ 指導回数による効果を行動変容か5盈

らえにくいことは，昨年度の研究でも明ら力為にされたo

T．D．をとりあげた4〉瞭，》もっとも安定 し，、良い成績を

もつものを癖す硫め鰯る。T．D，φ醗結果姻

←①→←②→③←④→←⑤手←⑥一》⑦《噸⑨

ハぜヤ［讐解欠
1㈱〆制肥郷F
　　図4　T・p・の評定結果（ムーズメント）
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賄みてわかるように』実験を重ねるごとめ上昇はつかめ

ない己 ）他め障害児は，さらにとれを下回って日による変

動がみられる。各個人め図表によって明らかになったこ

とをま，指導者や友だちに働きかけられて参加し，r行動点

だけでなく感情点が高くなるヒとである。 つまり，－参加

度が6からcに達する時，行動点がclからb点に，感情

点がeから’a点に移行する。とれは5・T．・D．以外の陣害

児で，・老くに自発的行動の少ない子に顕著であった。

’健常児とことなり障害児はセヅシまソを重ねるごとの

順調癬価点の上昇はみられない。し汎ゴ、『初回と最終

9回近くでは確かに障害児の動きや感蒲表現に差がある

ことは，観察されるのであるら㌧したがらて，・1回ごとの

差の検討ではな く，前3回と終りの3回と を比較してみ

ることとした。初めの3回と後の3回の合計点を各評価

段階ピとに集計し，全員の計を％でグラフに衷示した

1（図7んS）ところ，その効果が明確によみとられた。

すなわち，ゾ・グラム内容三種いずれも ，また，その参

鵬行動・騨のそれぞれにっ慮もi瀞価の高いa
点の％が初め3回より後の3画に多く徽ら ，最下位段階

は逆に減じている。 図めPleとPbきゼの棒グラフの連結
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　リラックス　　　　　　　ドラマ

参『加 度φ変化

Pre　　Post Pre　　Post

物ムーブメント　リラツクス　　 ドラマ、

　　　　　図8 行動の変化

a

b、

e
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奮①→．② ③．←④→ ←一⑤一→←⑥→』←一一⑦r一臓．．⑧⑨

歴』

避郷㎜。。汽轟
　　　図6　T・D・の騨定結果（ドラマ）

線め右下り’がこれを示している。　　　　』　 ”

　？ぎに，以上の差を検討するため，βを0点≧む，ぐ

＝1，c〒2， b置3， ．a冒 卓とおきか之て合計点を

出し，これをチエック回数で徐した数を各被験児の一P爬

轍ある噂P・st轍とした。 ζれ獄って差醸定

をしたのが棄6に示すものである・ムーブメン硲り参

加度は有意の差が認められたoリラジグスにもその傾向

はみられるが， ドラマは他の二つの内容に比べ七より高

　　　度であり，また参加度が行動や感椴に比べてよ

　　　り直接的であることを考慮すればiセジジョシ

　　　回数を増やすことによって，その効果は期待で

　　　きるといえよう0

　　　　3　保育者による評価

　　　　1貝常，保育を担当しているクラス担任に，今
な欠
し　　回のドラマ活動の実施に関する感想や意見をも

　　　』とめ典・こ纏翠する≧・・つぎ似う 鴨、な

　　　 る。

　　　　①活動への参加状況とその効果

　　　　障害児5名’のう。ち・Y． 〇・を除いて皆がは じ

　　　めての経験に不安と緊張をあらわし，指導者に
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星他：障害児の表現活動 1（ム這ゲえソト．ンに関する研究
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感情．の 変化
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　　　　　　　　　？
警戒心を’もち1、・〈Y，』O．は無関心で窓の外をみだりして：

》《る）、保母に1す力竺 りづし・七離れない。 2～r 庫旧にほ，

保母の助言典5手助げに・よう、短時間参カ0 し“活動内容によ

うてほ逆に保母を促し《一緒に参加しよ1うとしたる4ん

5向と進むにづれ，著戒心をとき， ・自発的に参加しよ・う

とする機会がふえ，｛参加しない場合も保母にすがり、っが

ずヂび乏・りでその揚にい1る一こどカミできゼ時どき参加して一

いぐ姿勢は乏ても楽しそう、将大へんよい経験であ1ると感

じたo・ これは健常児の楽しい活動，』雰囲気に刺激された、

点が多“と思うる後半には，』ドジマ活動φある日、を待

ちi』当日：腺そめ時間を待ち遠し男：’るま＝でにならたボ’ド ヴ．

マφ活動め時間では1，』みんなで十分に一自己解放できる楽

しみから1グデネ全体みム｝ざの高まりがみられた。 rもら．1

ど．も感動しためはデドラマ指導者と子ど、もがヤ』シソウ’マセ

シ懇行う括動のと きであり，1日常保育においで今だかが；

て見たことのない，すばらしい子どもの喜ぴの表情を身ン

体全体から感じどれた乙 一どぐに この活動幡おいでめ陣害

児φ活発な態度には帥を見張ったる累 、1』 1．ゴ』’ ・㌧ ㌧』・

．②日常活動べの影響　，く・訊マ 『』ご』』 ．－

．、．．

　実験時期が年間保育の後半期ぞあらだと．とから1：グデ

ースでの劇活動を行う 時期と並行ずる形となっ五51君ラマi

活励1を体験して“る』ため詫例年と1ちがづて劇作り1に対す1

るクうメの』玄とま り勃ζ大べんよ1く，｛全員がそれぞ冠法発1

であ1り単調セない思1㌧∫がけない発展が激ぢれたポ陣善児：1

も孤立す15ごどなぐざまざま廠形で楽しrく 参加：じゼぎた1乙

のにおどろくの例年はボス的存在め子が車心奄ビ藻すた ミ

が1今年ほグラス全体で盛り上がらて㌧・ぎ1今嵐愚になき

い感動的な劇の発表どならたびヒ流ほドラマ活動の天ぎ

な影響，効果と考える。　　　　　・　　　　・　㎏・一 ぎ

、③奪入時間にういて、 』 　・』 』　，、

こドラヤ活動を始め惹前に， 造形遊び絵画等1、室内で静3

かにひとりひと．りで行う活動をし；．』』ドラマ活’動に入る～

と，1とくに強い発散，『 解放となり，，そのた囲集中力が敵1

漫になった乙反面1・ドラマ活動の前にかるい富由遊びで1

ある程度解放レてから導入されたばあいには，・ドラヤ活・

動に大変集中力をみせレかう活鋤内容にあった解放が十一

分にできていたo』な、了 ’』 ．「 』』、．』　，くく　 1』l

lなお鶉園長．より㌃ 今回のドラァ活動φ体験が子どもrたi・

ちに大変貴重嬬のであ堕 ・ 有効であるの劉今後も継

続してほしい1との強野要望があゆた6
、．

　　　　　　1一レ「、
■、』 　

1lvrl考察および総括る

　　　　　・‘v 1　π
『』 　　　　　　　　　　　’1

　今回，われわれは健常児と障害児の交流教育の場で， τ

ドラマ活動を実験的に導入し， 陣害児を中心にそめ行動

を観察しだσ： その結果を考察し総括す1るとっぎのように
なる。　　一I」．』・、』』r 』㌧ 、1．1 』．　　・r』

響

ジ：ξピ・1

二』1・ 毎臥．ム｝カツド（ビ屯 ゆき恥たテゾポの早

い曲にあわせて身体蝉がす指導），つぎにリラ・ヅクズ〈．

全身の緊鞭をどく）・11ド認マ硬ごφこ遊ぴマ何かにな・づ1

たつ1も’りの身体表現）llの順にくみあわ麿た指轟をおこな1・

った。』ム喜ブメ図 養は日常保育沿用いられない音楽であ

るが，．指導者り毒≧に子ど蛍た1らは生き生ぎど動ぎ51、一 員
の種の音楽の日常保育への導入を考・え、させらくれたす1リrラ1

ックスでは，ゆっくりと緊張をとくこと，　とくに指導者

が1対1で指導していく場面で障害児をはじめ子どもた

ち6満足感がみられた。ドラマでは，鍍際の行動は指示

一』
（ン7ユー・
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のようにいかないが，障害児が楽しんで自発的に参加も

するようになった。それぞれの活動内容のねらい，効果

が，障害幼児にも適用され効果があらわれることが観察

された。』

　2．今回のブ・グラム内容の導入による効果を回を追

うごとの変化で検討すると，健常児とことなり障害児に

おいては，各内容ムーブメソト，リラッグス，ドラマ別

にみても，参加度，行動，感情それぞれの評価をみて

も，順次に上昇していくことは認められなかった。 その

日のコソデショソや，その時の刺激にひきづられやすい

障害児の特徴をあらわしているといえるoしかしなが

ら，初めの3回と後の3回とを比較すると， 著しい進歩

が各バートにみシられた。とくに，はじめ昧指灘者や健常

児にひきずられて参加し・それら しい行動をとりなが

らゼ感惰画で楽しい表情がみられ，この楽しい経験1が終

り近くになって自発的参加度を多くしていることが明ら

かであった。

　3，参加度，行動，感情の面から評定した成績をみる

と，1．Q．と相関なく，また，テスト場面の行動ともこ

となっていた。よく参加し，よく動き・楽しんでいるT．

D，は1．Q．38であり，「テスト時には指示にのりにくく

興味範囲のせまい子である。また，つぎに評価点の高か

ったN． 1，は構音障害，ヨダレがある。意欲はありラポ

ートも良好であったが，1，Q．は43である。5人の障害

児のうち，もっとも1．Q．の高いY．M．（1．Q，67）嫁

評価点はさきの2人より劣っている。テスト場面の緊

張，テストにあらわされる能力は日頃の生活の消極性や

集中力のなさを衷わし，・日常の保育担当者め評価と近

い。しかし，今回のドラマ活動での子どもの行動は保育

者に「今だみたことのない喜びの表情』あるいぱr積極

性」に感動をうけたといっているoドラマを主とした表

現活動の導入が阻害児教育に大きな役割をはたすという

ことができる。また，障害児は健常児の嬉々 とした雰囲

気につられて参加し， 健常児にさそわれて参加してお

り，交流教育の重要さを把握することがでぎた。

　4。 ドラマ活動の効果は，ブログラムの活動内容が向

上していくだけ・ではない。日常の他の活動にも大きく反

映し，積極的，自発的活動がみられるようになり，形や

結果にとらわれずにそれなりにさまざまの活動に参加す

るようになっている。これは実験の対象となった施設の

保育者たちの解価であり，実験後もこの活動の導入を要

望されていξのであるo

V　デイ・ケア型児童福祉施設におけるドラマ

　　を主とする表現活動の導入要件の設定

　近年，アメリカ演劇鰯会（典m←dca症Theatle　Asso・

ciat董on）等の研究報告の中嗜1』∫ドラマに関する芸術的

価値とともに，教育的，治療的価値（特に障害児にっい

て）に雷及するものが多くみられるようになったが，・わ

れわれの研究においても，ドラマが精神薄弱児の表現

力，社会性等の形成において有効に作用することが確認

されている。しかし，その効果を十分に発揮するために

は，日常のブログラム活動にとって，次の諸要件に留意

し，計画的にそれが展開される必要がある。以下，精神

薄弱児通園施設及び保育所における障害児保育を中心と

して導入要件について提案する。

　1。われわれが重視するドラマ（dlama）は，人にみ

せることを目的とするものではなく，自己創造のための

言語，身体的表現活動，一人の参加者としての経験であ

り，その点，演劇（theatle）’と区別して考えていあ。

著名なドラマ指導者ウ呂イ（WayトB）は， ドラマが人生

首こおける生き方の練習であるというカ㍉障害児の感覚・

想像，共感，感情移入，信頼感，言語表現，身体表現等

に有効に機能するドラマに関する指導者の基本的理解が

先決である。ともすれば，・ドラマというと学校劇という

既成概念に拘束され，観せるための演劇的慣習を適用し

易いが・ 指導者は，教膏，治療としての腐ラマの意義に

ついて，先ず明確な認識をする必要カミあ袴。

　2，ドラマ指導都・行癖のために・あるレ舷短期間

の集中的な実施とレて行われるので嫡なく， 上述の激

育，治療性を発揮するためには，日々のプログラム活動

の中導定着させること浮重要である。それも・ドラマと

いう特設の時間を設定して行なうのではなく ，精神薄弱

児通園施設においては，お話，音楽，リズムゲ遊ぴ等の

活動の中に組みこみ，各活動のr部をドラマ活動化する

方がよいと思われる。また，障害児保育において1にジお

話，音楽，リズヘ遊ぴ等の活動の中単粗みこみく，各活5

動の一部をドラマ活動化する方がよいと思われ一る。 ま・

た，障害児保育においては，保育内容β領域を硫合化し．

た遊ぴの形態で，ディリイじプログラA活動の｝部とし

て，継続的に行れることが望ましく，健常児との交流に

よる動機づけ，モデリソグ，心理的支持等の作用性を十

分に考慮すると効果的である。また，てドラマ活動の楊と

しては，指導室，集会室，保育所においては』保育室，

遊戯室が充当されると思われるが，・机，椅子等が自由に

移動でき，何でも起りうる空間があることが望まれる。
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星他： 障害児の表現活動’（ムーブメント）に関する研究

ドラマ・ブロックの設定や，プレイヤー，テープレコー

ダー，傭単な照明器材があればドラマを一層豊かにする

ことができる（伝統的な舞台，ステージを特設すること

に拘泥する必要はない）。

　3・実際指導において重要なことは，前年のムーブメ

ント指導時においても述べたように，障害児にっいて

は，個々の児童の発達特敬，行動傾性，能力や興味の個

人差に対応し準きめ細かい握導が基本的に重要である。

特に．ドラマにおレ哩セ薮準びの中の身近か塗こと、そし

て児童の関心のたかいこと蜘ら動機づけを行なうことが

大切である。ドラマ活動のブ自セろの中では，ゑ感を使

うこと，イメージをもつこ乙身体を動かし，々ろター

し・制御すること・スピーテまたは轟す練習をするこ

と，フィーリγグの自然表現をすること，感情のコント

ロールをすること・リラックスすること・集中するこ

と，人物づくり（chaτacte豆sation）をすること等の体

験が得られる。従って精神薄弱児は，それらの体験をと

おして，彼等のパーソナリティ上の問題とされる周囲の

事象に対する探索心，積極的活動力，注意力の強化に資

浄るわけである。さらに重要な点は，ドラマ活動による

快い満足のいく体験をとおして，彼等の自尊感情を育

て，環境の影響によづて二次的に形成され易い自信そう』

失，劣等感の克服に向けての有効な作用化をはかること

である。　このよ う・に ドラマのもつ教育的，治療的効果を

十分に発揮するためには，指導者自身のドラマに関する

体系的揖導方法，技術についての研修機会を用意する必

要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　r
　最近，わが国にお6ても，障害児の人格創造に資する

絵画療法，音楽療法等り芸術療法の研究が進展しつ？あ

るカも今後は・ア メリカ・イギ現ス等で先導的に実施さ

れ効果をあげているムーヲメン下，ドラマを障害児の保

育5 生活指導，精神療法の中に積極的に導入して行きた

いものであるo・

　本研究の実施にあたづ丁セ審，研究主旨に賛同されだ社

・会福祉法人渕野辺保育薗め全面的協力をいただきまし

た。また，ムーブメソトの実際の指導には玉川大学院文

学研究科教育学専攻の川崎似付史馬の熱意ある協力をう

ることができました。ここに厚く感謝の意を表します51

　なお， 本研究は昭和57年度厚生省心身障害研究費補助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼二による研究であることを付記しますら
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附表1．汐リエイテイブ・ドラマティッ・ク・ス観察用紙 φ．

対象児名． 、男・r女観察日時　　月　　日　時　　分～、時　 分r（所要時間．分）二．

綿 観察者名 天気 気温

プ
観 察 項　 目

目 時 ① 参 加　・』度 ②行 動 ③感 情』

グ A B C D ‘E A B C A
　B

C
・ラr』

ム　

自す発る』 先模す生倣る 先らよ
働り

参見
て1

参の
こ

指て
よ

似き 指る
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，楽 どえ
な

つま

内 的 やし やき しい しと をく よ とき し らい ら．
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間

に
参

友て　　友掛加
参1逮けす

なる なを
す
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く

うな は異
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も
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加 を加 かにる が　・ 他る し 動 な う rい う
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